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Abstract : The purpose of our research was to develop moral education material using the subject matter of
“prenatal diagnosis”to learn“respect for life”, and conduct trial lessons with university students to examine
whether the material was appropriate for junior and senior high school students. In this article, to begin with,
we explain the purpose of the research. Second, we explain the reasons why we chose this material and the
relationship between the material and the content of the course of study for the junior high school curricu-
lum. We explain how textbooks deal with the topic of prenatal diagnosis. Third, we state the methods of this
research. We then outline the subjects of our research, the procedures involved, and ethical considerations.
We go on to explain the reasoning behind our selection of comprehension material, and how we went about
distributing the material to certain year groups. We then summarize the comprehension material, and point
out issues with the lesson plans. Fourth, we summarize the results of a questionnaire on the appropriateness
of the material for moral education. Next we measure the achievement of learning outcomes. We then exam-
ine the appropriateness of the material for moral education, and explain the neutrality of the material and its
suitability for each year group. We also summarize suggestions and opinions relating to moral education.
Fifth, we make observations regarding results of the research, and outline the success of problem-based
learning. We then evaluate the appropriateness of the material in line with the three pillars necessary to de-
velop certain characteristics and abilities. We also examine the neutrality of the material and its suitability for
each year group and potential issues going forward. Sixth, we state the conclusions drawn from the results of
the questionnaire.
Key words：道徳教材 Teaching Material for Moral Education 出生前診断 Prenatal Diagnosis 生命の尊さ Respect
for Life 問題解決学習 Problem-based Learning
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学科、学年は、健康科学科 2年次生 60人、3年次生 1
人、福祉栄養学科 2年次生 1人、社会福祉学科 2年次生
7人、3年次生 6人で、2年次生 68人、3年次生 7人だ























































































































































が 5人（6.7％）、中学 2年生が 6人（8.0％）、中学 3年
生が 11人（14.7％）、高校 1年生が 25人（33.3％）、高



















































































































































































































































別の教科 道徳編 第 2章 道徳教育の目標 第 2節
道徳科の目標 4 道徳的な判断力，心情，実践意欲と






























































































報告 日本国内での母体血胎児染色体検査の実績」http : //
























































過程 時間 主な学習活動 教師の支援
導入 5分 ①学習の目当てを確認する。
将来子どもが何人欲しいか、生命の始まりはいつかを考え
る。
②出生前診断の目的、種類と方法を理解する。
子どもは何人欲しいかなど、答えやすい質問をして、積極
的に答えさせる。
出生前診断の目的、種類と方法をわかりやすく整理して説
明する。
読み物資料を配布する。
展開 40分 ③配布された読み物資料を読み、内容を理解し、ノートに
まとめる。
④母親の立場になり、産婦人科医から出生前診断の説明を
聞いた時の気持ちを考える。
⑤グループになり、新型出生前診断のメリットとデメリッ
トを考える。
A「新型出生前診断」のメリット。
予想されるメリットの例。
・安全な検査である。
・病気によっては、赤ちゃんのときに、治療ができる。
・赤ちゃんに病気が発見されたら、心の準備や今後の生活
の準備ができる。
B「新型出生前診断」のデメリット。
予想されるデメリットの例。
・羊水検査には流産のリスクが伴う。
・安易に人工妊娠中絶を増やす。
・中絶は母親の体への負担だけではなく、親の精神的負担
も大きい。
C 胎児の立場になり、母親とそのパートナーの選択をどう
思うかを推測する。
資料に記載されている内容をノートにまとめる時間を与え
る。
母親の戸惑いや不安が大きいことに気付かせる。
4～5人のグループを作り、司会、発表者、記録係を決め
るように指示する。
読み物資料からメリットとデメリットを考えさせる。
メリットやデメリットを思いつかない場合、教師が追加で
説明することも考えておく。
胎児治療の具体例を簡単に説明できるように準備してお
く。
0.5％の数字の重みを考えさせる。
中絶する母親の立場になり、気持ちを考えさせる。
新型出生前診断の検査を受けないという母親とそのパート
ナーの選択に対して、胎児がどう思うかを考えさせる。
終末
5分
⑥グループで話し合ったことをクラスで発表する。
⑦学習のまとめをする。
出生前診断のメリットとデメリットを確認する。
子どもを産むことは母親とそのパートナーで選択すること
であり、授かった赤ちゃんの命の大切さを考えることを理
解する。
発表の時間を調整する。
授業で学んだことをノートにまとめさせる。
胎児の生きたいと思う願いを伝える。
子どもを産むかことは、母親とそのパートナーにとって
も、赤ちゃんにとっても重大なことであることを理解させ
る。
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